
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
令
和
７
年
12
月
15

日
、
地
域
公
共
交
通
や
環
境
保
全
に
関
す

る
活
動
を
行
い
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

14
団
体
を
国
土
交
通
省
に
て
表
彰
し
ま
し

た
。
表
彰
団
体
は
、
地
方
運
輸
局
等
の
推

薦
に
基
づ
き
、
有
識
者
で
構
成
す
る
委
員

会
で
の
選
考
を
経
て
決
定
し
て
お
り
ま

す
。

　
沖
縄
県
内
か
ら
は
、
県
民
の
バ
ス
利
用

を
促
す
県
の
広
報
活
動
「
わ
っ
た
〜
バ
ス

党
」
が
地
域
公
共
交
通
部
門
で
、
Ｅ
Ｖ
バ

ス
導
入
を
推
進
す
る
「
伊
江
島
観
光
バ
ス

（
株
）」
が
グ
リ
ー
ン
経
営
部
門
で
受
賞
し

ま
し
た
。

　
沖
縄
県
民
の
過
度
な
自
家
用
車
利
用
か

ら
路
線
バ
ス
利
用
へ
の
転
換
を
促
進
す
る

た
め
、
沖
縄
県
が
中
心
と
な
り
、
企
業
・

団
体
が
参
画
し
て
平
成
24
年
に
「
わ
っ
た

〜
バ
ス
党
」
を
発
足
し
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、

ラ
ジ
オ
番
組
、
新
聞
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ

て
路
線
バ
ス
利
用
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
バ
ス
レ
ー
ン
延
長
、
バ
ス
マ
ッ

プ
作
成
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

導
入
や
、
令
和
６
年
９
月
に
は
毎
週
水
・

日
曜
日
の
計
８
日
間
、
バ
ス
無
料
乗
車
体

験
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
路
線
バ
ス
の

利
用
促
進
へ
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き

て
お
り
、
こ
れ
ら
地
域
公
共
交
通
の
確

保
・
維
持
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

功
績
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

  

　
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ヤ
ン
バ

ル
の
自
然
環
境
保
護
と
観
光
振
興
の
両
立

を
図
る
た
め
、
伊
江
島
観
光
バ
ス（
株
）は

日
本
で
初
め
て
観
光
用
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
導
入

し
ま
し
た
。
令
和
７
年
７
月
時
点
で
、
単

独
事
業
者
で
は
県
内
最
多
と
な
る
16
台
の

Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
運
行
し
、
ま
た
、
他
の
事
業

者
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
導
入
に
つ
い
て
も
支
援
を

行
い
、
県
内
バ
ス
業
界
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
バ

ス
普
及
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

関
係
団
体
と
連
携
し
各
種
エ
コ
ツ
ア
ー
を

創
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保

護
と
と
も
に
沖
縄
の
自
然
が
有
す
る
価
値

の
周
知
・
向
上
を
図
っ
て
き
た
功
績
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
企
画
室
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
８
１
２

交
通
関
係
優
良
団
体
大
臣
表
彰

わ
っ
た
〜
バ
ス
党
（
地
域
公
共
交
通
部
門
）

県内２団体、国土交通大臣が表彰
「わった～バス党」、
「伊江島観光バス」

交
通
関
係
優
良
団
体
大
臣
表
彰

地
域
公
共
交
通
部
門
に
つ
い
て

交
通
関
係
優
良
団
体
大
臣
表
彰

グ
リ
ー
ン
経
営
部
門
に
つ
い
て

伊
江
島
観
光
バ
ス（
株
）（
グ
リ
ー
ン
経
営
部
門
）

わった～バス党の受賞の様子
（左から）酒井庸行国土交通副大臣、大城肇沖縄県副知事、

加藤竜祥国土交通大臣政務官

伊江島観光バス (株 ) の受賞の様子
（左から）酒井庸行国土交通副大臣、伊江島観光バスの山城克己社長、

加藤竜祥国土交通大臣政務官
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四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お
い

て
、
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国
民
生

活
や
経
済
活
動
、
観
光
振
興
等
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
中
、
今
後
の
安

定
的
な
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
海
上
輸
送
を
担
う
船
員
の
安
定
し

た
確
保
・
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
全
国
的
な
内
航
船
員
の
年
齢
構
成
を
見

る
と
、
50
歳
以
上
の
割
合
が
２
０
２
４
年

で
43
・
６
％
と
全
体
の
４
割
程
度
と
高
い

状
況
を
占
め
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
若

年
内
航
船
員
確
保
の
た
め
の
取
組
が
進
め

ら
れ
、
近
年
は
若
年
層
が
徐
々
に
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

　
海
上
輸
送
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
若
年
内
航
船
員
の
み
な
ら
ず

海
上
輸
送
を
担
う
優
秀
な
人
材
を
継
続
的

に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
の
傾

向
が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人
材
確

保
・
育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内
航
船
員

の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
り
、

将
来
、
職
業
と
し
て
内
航
船
員
を
選
択
し

て
も
ら
う
た
め
、
各
種
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
高
校
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
令

和
７
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
宮
古
総

合
実
業
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
県

内
の
船
舶
運
航
事
業
者
の
協
力
を
得
て
、

内
航
船
（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
貨
物
船
、
旅
客
フ
ェ

リ
ー
）
に
て
「
就
業
体
験
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、「
内
航
海
運
の

仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
」「
卒
業
後
の
進
路

先
と
し
て
内
航
船
員
に
興
味
関
心
が
持
て

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、
令

和
７
年
８
月
13
日
に
沖
縄
本
島
、
11
月
10

日
に
は
宮
古
島
、
令
和
８
年
１
月
21
日
に

は
西
表
島
に
て
、
沖
縄
水
産
高
等
学
校
、

宮
古
総
合
実
業
高
等
学
校
、
八
重
山
観
光

フ
ェ
リ
ー
（
株
）
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

中
学
生
の
ほ
か
、
保
護
者
や
教
員
も
対
象

に
、
船
員
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
の
説

明
、実
習
船
や
旅
客
船
の
見
学
な
ど
の
「
体

験
学
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
こ
の
体
験
学

習
で
船
員
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
」「
船

員
さ
ん
に
な
る
た
め
の
資
格
や
学
校
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　
運
輸
部
で
は
今
後
と
も
、
若
年
内
航
船

員
の
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
組
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
合
せ
先

　
運
輸
部
　
船
舶
船
員
課
　

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 
１
８
３
８

将来の船員として活躍を期待！
～中高生を対象に就業体験・体験学習を実施～

沖
縄
海
事
産
業
人
材
確
保
・
育
成

推
進
協
議
会
（
事
務
局
：
沖
縄
総

合
事
務
局
運
輸
部
）
は
、
若
年
内

航
船
員
の
人
材
確
保
・
育
成
の
た

め
、
高
校
生
・
中
学
生
を
対
象
に

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
取
組
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

Point

就業体験の様子（機関制御室）体験学習の様子（ロープワーク） 体験学習の様子（集合写真）

体験学習の様子（船橋見学）
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